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考察 ｢絵画製作｣ 4
―しなやかな造形活動を求めて―
佐 藤 五 十 五
(前号に続く)
18 おる (折る)
｢折る｣という動作は手先,指先の機能分化と大変関わりのある動作で,主に紙を介して
の活動である｡所謂 ｢おり紙｣と呼ばれる活動で,一般的な通念としてほ室内でおとなしい
女の子が好んでやるものという,やや偏見を帯びた理解がある｡これは,この活動がある意
味では低滞した,活力に乏しい内容になり勝であることを示していよう｡その原因は多くの
場合,折 り上って出来た ｢もの｣の取り扱いから派生しているように考えられる｡一枚の平
面である紙が折ることによって折り山や谷が出来て,立体としての ｢もの｣に転換するわけ
である｡しかしそれを画用紙に貼ることで作品化しようとすることが多い｡これでは平面か
ら立体-の変化に対しての視点に欠けまた平面に戻ってしまうことになり,折り上ったもの
からの創造的な活動の場面は得られないであろう｡結局は,折り上ったものを飾って眺める
という静的な取 り組みから脱却できず,おり紙創作の低滞化につながるばかりである｡おり
紙を立体としての活動として捉えて,折り上ったものを使っての活動が展開できれば,おり
紙はもっと楽しく室内から室外へと動感のある活動にもなろう｡
｡画用紙を二つに折る｡
o広告紙 (チラシ)で紙飛行機を折る｡
｡おり紙で動物を折る｡
｡紙テープをバネのように交互に折る｡
紙を折る活動は無目的に折るということでは成 り立たない｡そこには,決って ｢おり方｣
がある｡おり方に従って折っていかなくては,物としての形にならない｡勿論それは,折 り
順ばかりではなくて紙の端と端が合っていたり,折れ目がしっかりしていたり,正確な半分
折 りだったり等と折りそのものができなくてほならない｡それは,合わせる手先と目と,更
にずれないように押さえる指と折れ目をつける指との共応動作で,単純な二つ折りの繰 り返
しを原点とする｡
画用紙を二つに折るという年少向けの活動は一回の折 りだけの単純なものである.平面と
しての画用紙がこの一回の折りで 山`"という発想を呼ぶ立体に変るわけである｡画用紙の大
きさや縦長,横長の折 りの違いによって,"高い山"辛"長い山"や色々変化のある山が出来
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上る｡これを集めて並べたり,つなげたり重ねて行くと白い"雪の山"紘,部屋一杯に拡がる
大きな山脈になる｡勿論それは"山'の発想に限らず"川"であっても"家の屋根"であっても
"渡"であってもかまわない｡単純な形体は幼児の発想の幅をかえって拡げてくれるものであ
る｡"川"早"渡"には""魚や"舟"が欲しいという発想が生れるであろうし,それは更に"川"
や"波"を長くしたい,大きくしたいという繰 り返し活動を呼ぶであろう｡あるいは,薄い平
面の紙は二つ折りになって立つということができる｡適当な間を置いてつなげて立てれば,
それは何やら行列みたいである｡机の下をくく小って隣のグループとつながって,またまた机
の下をくぐって行列は長く長く廊下にまで出て行ってしまった｡ちょっとしたはずみに一つ
が倒れると次から次と倒れて将棋倒しと同じになる｡こうした変化は一度や二度の折 りでは
終らない繰り返しの活動につながっていく筈である｡
折 り紙には紙質も色も大きさも,折 りに適した市販のおり紙があって幼児の興味を引き好
都合であるが,身近かに集まる安価な紙を折る材料として取 り上げるのも大切 な ことであ
る｡普段ちょっと気をつけて集めると広告のチラシは山のように集まるOこの紙はアート紙
が多いのだが,この紙は飛行機を折るのにはもってこいだ｡色々な紙飛行機の折 り方 があ
るOどんな折り方の飛行機がよく飛ぶか折 り上ってから競争だ.真直く小に飛ぶもの,く､るり
と廻るもの｡飛ばし方によっても違うようだ｡そっと投げた方がよく飛ぶもの,強く投げて
遠く-飛ぶもの ｢もう一度折 りなおそう｣｢もっとはねを拡げてみよう｣折 り紙の中で,この
紙飛行機折 りはなかなか動的である｡こうした形で動物折 りや花を折る活動も展開できない
であろうか｡それには折って出来上ったものを一ヶ所に集めることだ｡その集め方には,並
べて置いたり,つなげたり,重ねたり,糸で雷につるしたりと色々な工夫ができよう｡そこ
から ｢これは何かな｣と幼児の発想を待つことであろう｡保育者の方から ｢動物園作りをし
よう｣という働きかけよりも幼児の発想を生むための集め方の工夫や集めることによって変
化していく場の設定に留意することがよりよい発想を生み,内容のある展開の働きかけにな
りはしないであろうか｡ひとりひとりの作品という考え方を排して,折 り続けることによっ
て手先に残っていく折 り順や紙のおさえ方や合わせ方等がなによりも大切な活動の成果だと
考えていくことによって,折 り上ったものの取 り扱いも変ってこよう｡
o大きな紙でおり紙をする｡
Oダンボ～ルをおる.
｡割 りばLをおる｡
o針金をおる｡
o木の技をおる｡
おり紙は折る活動の中で,どこでも一般的に取 りあげられている活動であるが,折る活動
が所謂おり紙に限られてしまっていては,片手落ちである｡手先だけの機能で取 り組むおり
紙から手の平や両手,肘,腕あるいは全身的な身体機能-と関わりのある動作としての折り
の活動も考えられなくてはなるまい｡小さな折 り紙から八つ切,四つ切,半裁,全紙と大き
佐藤:考察 ｢絵画製作｣4 111
な紙-の挑戦は小さな紙で折る"ゾウさん"とは全く様相の違った活動になるであろう｡大き
さの違いは必然的に親子の発想を呼び,大きな紙から小さな紙へと戻って繰 り返されたり,
変化のある展開も期待できるであろう｡また折ってつなげる,折って重ねる,折って貼る,
折って組む等の他の動作と複合することによって平面的な視点から立体的あるいは空間的な
視点を必要とする折りの活動も生れてこよう｡大きな紙は当然それなりの腰の強さや厚さを
必要とし,その折りは容易ではない｡厚紙を折るのには,あらかじめ筋をつけてから折らな
いとすっきりした折れ目が出来ないし,ダンボ～ルを折るには中の波板に合わせておれば折
り易い｡カッターで少し切ってから切れ目と反対に折れば,もっとうまく折れる｡割 りばL
を割るのは簡単だが折るのは大変だ｡両手にかなりの力を込めることができなくてほ出来な
い｡針金は同じ所を何回も何回も曲げては伸ばさないと折れないし,木の枝は膝に当てて折
ったり,固い台に立てかけて足で力一杯踏みつけて折ったりする｡物にはそれぞれの性質が
あり,折れやすい方向があったり,折るコツがあったりする｡こうした折れにくい"物"との
取 り組みの経験は材料経験としての"物"理解の基礎になるものである｡折れにくい物に挑戦
することは,身体動作の活動からみても両手,両腕,足や膝,腰のばね等全身の機能分化や
力感のある動作として展開しよう｡
oお手紙をおってカバンに入れる｡
｡イスをおりたたむ｡
o服をたたむ｡
o幕やシートをおりたたむ｡
折ることは拡がっているものを縮少することで,これは折りたたんで整理することを意味
している｡折りたたみ式の生活必需品があちこちにあったりする｡勿論これらは,引っぱっ
たり,押したりするだけで自動的に折りたたまれるものもある｡しかし衣服の整理は手で折
りたたむことを必要とするし幕やシートやマットやふとんも折ってたたまないと整理がつか
ない｡広くて大きく扱いづらいものが,半分の半分そのまた半分の半分としていくことで段
々小さくなって,小さなダンボ-ルの箱の中に入ってしまう｡これは,お母さんのお手伝い
や先生のお手伝いをして身についていく習慣でもある｡折るという動作はひとつの用をなす
動作でもある｡勿論,つなげて拡げていく活動の後片付にはどうしても必要な作業動作であ
る｡
19 する,こする (擦る ･刷る)
｢こする｣という動作は物と物とを押し当てたま 何ゝ度も動かすことで,物と物とを接触
させる ｢する｣という動作をかなり意図的に繰り返すことを意味している｡そしてそれは当
然のことながら一つの結果を期待しての繰り返しで,変化を生ずる動作であるo｢こする｣こ
とによって生ずる変化には,汚れが落ちて中味の本物が顔を出すところにある｡それは ｢こ
する｣ ことが ｢みがく｣ ことと同一の動作であることを意味していようo また ｢刷る,描
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る｣動作として,ある形をこすって他に写すことも意味している｡これも動作の結果を取 り
上げて,その変化に当てた言葉であろう｡身体の機能としてのはじめは,乳幼児が紙をつか
んだま 机ゝの上を左右に動かす動作を出発点として,意図的な期待感を持った身体の動きと
しての動作である必要がある｡
｡消しゴムで紙をこする｡
｡サンドペーパーで板をこするo
o洗剤をつけてスポンジで食器をこする｡
｡ワイヤブラシで鉄サビをこする｡
物と物とを ｢こする｣動作は力加減を必要とする｡指先で軽くそっとこすったり,手にし
っかり物を握って力一杯こすったりしなくてはならないOその加減は,こする目的,意図に
よって決まってこようOタワシやブラシやサンドペーパーやヤスリは,こするため の道具
だ｡これで何をこするかによって,その力加減をしなくてはならない｡タワシやブラシは物
の上についた汚れを落とす道具で洗剤やみがき粉を使う｡サンドペーパーやヤスリほ物を削
って中味を出す道具で,荒目のものから細い目のものと使い分ける必要がある｡汚れが落ち
てきれいになったり,ザラザラな表面がなめらかで,すべすべしたりすることでこすること
の意味を感覚的に知ることができるであろう｡
冷水摩擦や乾布摩擦で自分の身体や友達の身体を ｢こする｣のほ楽 しい活動である｡勿
請,軽くこすればよいのだが何回も何回も繰り返すうちに不思議に身体 が暖 かくなってく
る｡｢こする｣ことは熱と関係のある動作でもある｡｢こすって熱くなるものは他に何がある
かな｣｢昔の人は木と木をこすって火をおこしたのを知ってるかな｣｢色々な物をこすってみ
よう｣,石と石,棒と石,布と棒,棒と針金,針金とぴん-- こすってみると,たしかに熱
くなる｡それも何回も何回も同じ所を強くこすらないとだめだ｡他の色々な物とをこすって
みると,音が出たり線がついたり,穴があいたり,-こんだり,物によっておもしろい音も
出るしピカビカ光ったりもする｡こうした変化は幼児の目を奪い,こする動作ははずみをつ
けて繰 り返されるであろう｡物と物とをこすっておこる変化の捉え方によって,こすること
は色々の意味を持つし,またそれは色々な性質を持つ物の理解の基礎ともなろう｡
｡クレヨンで紙の上をこする｡
｡ブラシで金網をこする｡
｡パステルを指でこする｡
｡ノミレンでこする｡
模造紙やワラ半紙等の少し薄目の紙を壁や床やでこぼこのある物の上に乗せて,クレヨン
を平らにしてこする｡物の持っているテクスチュア-がそのま 写ゝし取れるO硬貨やボタン
や葉っぱや布や木目やと身近なものを次々と写し取ってみる｡どんなものがうまくいくか段
々見当もついてくるO無理にそのテクスチュア-を使って絵作 りをすることはない.色々な
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物をクレヨンの腹をこすって感じていくということで意味があるわけである｡うまくできた
ら,長い紙に貼ってい く｡｢だれがたくさんできたかな｣という楽しく次々と繰 り返される
活動にならなくては意味がない｡
物の上に紙を当ててこする,こうした動作は版画の最も原理的な動作である｡色々な技法
の版画があるが芋版のようなスタンピングを別にすれば,そのほとんどがこすって写すこと
を原理とする ｢刷る｣という動作を欠かすことができない｡版画と ｢刷り｣は一体の活動で
ある｡テクスチュア-を感じ取ったり写し取ったりというクレヨンでのこする動作は直接的
に結果の兄い出せる動作であるが,バレンでこするという動作は,紙をふせての動作であり
期待感や成就感を伴っての動作であるといえようか｡簡単なこす り出し版画から形を作って
インクを盛って刷る版画まで,発達段階に応じた様々な版画の取 り組みは,こすること,す
ることに一番重点を置いた活動である｡
また,こすることは表現上の技法として色を塗ることと同じような意味を持っている｡そ
れは絵筆と同じように擦筆というこするための道具があることでも理解できよう｡コンテや
パステルなどの粉っぽいもので措くにはこうした道具や指先でこする動作は表現技法として
欠かせない所謂ポカシの表現技法である｡また歯ブラシやポカシ刷毛に絵の具をつけて金網
の上からこすって絵の具を霧状に飛ばしてポカシの効果を表現する方法もある｡これはステ
ンシル版の刷 り方,刷 り込みの一つの方法である｡
こうしてみると,こする･する動作は身体的な動作としては,こするものを持ってその手
にそれなりの力加減をしながら左右,上下にあるいは円く動かすだけのことであるが,この
言葉そのものに何回となく繰 り返す動作の意味が含まれているといえよう｡結果を期待すれ
ばする程,こする動作は心を込めて繰 り返されるであろう｡
20 まく (巻 く)
長いものには巻かれろという諺でも知れるように,巻くという動作は主にひも状の長いも
のをその対象としていよう｡その長いものを物の困りにぐるく小るとからませ る というのが
｢巻く｣という動作で一つの整理の形態でもある｡身体の動作としてほ巻 く物を持ってのく･
るくやる廻しで巻かれて太っていくものの変化にさそわれて繰 り返される動作であるOまた線
状のものばかりでなく紙などの平らで柔らかいものも手先でクルクルと巻いて筒状にするこ
とも多い｡
｡包帯をまく｡
｡巻尺をまく｡
oホースをまく｡
oコードをまく｡
oマットをまく｡
oねじをまく｡
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長いものは一度引き出したら順に巻き戻さないと大混乱になる｡からまらないように整理
をしなくてはならない｡その整理が巻くという動作である｡糸やひもなどの線状のものは芯
に巻き取ることが多い｡それも巻き尺のように芯についた-ソドルをクルクル廻すことによ
って巻き取ってしまうものもある｡散水のホースもそうだ｡巻くという用途を持った動作の
合理化である｡ リー ルという巻きつける道具が便かわれるのは釣 り糸を巻く時だ｡これは凧
上げの糸の巻き取 りに使うと便利である.掃除器のコ-ドほボタンを押すだけで自動的に巻
ける｡芯を廻してテープや糸やホースを巻き取る動作の身体機能は腕の回転円運動で連続し
た動作を必要とする｡一回転で巻き上るわけではなく,ホースが長く出ていればそれだけた
くさんぐるくtlる廻しをしなくてはならないO同じく整理方法として巻くのほ広い面を持った
もので,カーペットやスダレやゴザ,あるいは運動具のマット等である｡大きな世界地図も
掛軸もくるくる巻いてしまったりする｡こうした用を持つ動作は,お母さんや先生のお手伝
いを通して経験していく動作でもある｡(前出 18 おる の項参照)同じ用途でもネジを
巻くのほ整理や片付のためではない｡ぜんまいを巻いて力を蓄えるためだ｡ぜんまい仕掛の
時計やおもちゃのネジはカチカチという音を便りに,段 重々くなってくるまで廻さないと力
が長続きしないし弱い｡巻いて力を出すものにはコイルがある｡鉄芯に針金を巻いて電気を
通せば電磁石として力を出す｡巻けば巻く程,強い力を出す｡またその巻き方も細い針金を
すき間なく順々に巻く程よい｡コイル作りはまさに巻く動作の結晶であろう｡
o新聞紙をまいて筒にする｡
｡紙テープを棒にまく,
o木に縄をまく｡
oコマにひもをまく｡
o机に布をまく｡
平面状のベラベラした紙もクルクルと幾重にも巻くと,しっかりと固い筒になる｡新聞紙
や広告紙もこうして筒状にすると立派な剣や望遠鏡になる｡軽くクルクル巻いた広告紙の片
方の端に切 り込みを入れて,その筒口に指を入れて引き出せば,羽のついたロケ ッ トにな
る｡剣もロケットも消耗品だ｡折れたり,曲ったらまたクルクル巻けばすぐ出来る｡芯がな
いから巻きつける巻き方ではないOはじめの一巻きめが少しやっかいでコツがいる.それが
出来れば後のクルクルほ簡単だ｡物差し定規に紙テープを巻くのはそれよりちょっと難かし
いoテープを少し斜めにして巻きはじめる.この斜めが少いと一ヶ所に山になってしまって
端まで進まない｡反対に多すぎると中の竹が見えてしまう｡うまく出来れば,これこそ "竹
光"の剣らしく見える｡銀紙をテープにして巻ければもう"本物"である.物に巻くというの
は,ちょうどコードやホースを芯に巻くのと同じ動作であるがこちらは整理が目的 ではな
い｡めあての物らしく飾る意味であるが,視点を変えると物を巻いて下になる物を隠すとい
う目的も含んでいよう｡巻いて飾ることも,隠すことも幼児の活動にとっては一つの刺激と
なる要素である｡
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おもちゃにネジを巻くのと同じような役目の動作としてコマのひも巻きがある｡ひもをう
まく巻きつけられなくてほコマは廻らない｡勿論,しっかり巻いたひもの端を持って勢いよ
く投げながら引っぼるというコマ廻しの動作は手先だけの身体機能にとどまらず,全身的な
身がまえやら,しなやかな身の動きがなくてはできないであろう｡
｢巻く｣という動作を通して造形活動が活気を持って展開されるためには巻かれたものを
使っての活動を用意して置かなくてはなるまい.これには巻かれたものの特質を見極めて,
ころがす,つなげる,たたく,投げる,引っぼる等の他の動作での関わり合いを発想の基点
にすればよいであろう｡ころがしたり,引っぱったり,投げたりすることで巻かれたものが
長くのぴたり,広がったりして非日常的な出来事として展開すれば,おのずとそこには,ひ
とつの新しい視点や感覚が生れるであろう｡(前出 7 ころがす の項参照) もう一度そ
れを経験するためには巻き戻しをしなくてはならない.整理や片付のためではなくてもう一
回もう一回と,ころがすた削こ巻く活力も生れるであろう0
21 きる (切る)
｢切る｣という動作は刃物を介して物を離ればなれに分けることにある｡その刃物の持ち
方,使い方が ｢切る｣動作といえよう｡切る道具は,その対象によって色 工々夫され当然そ
れぞれの使い方によって,身体との関わりも異ってくる｡手先,指先で軽く切るもの,両手
でしっかり握って切るもの,全身を使って切るもの等道具によってまた切るものによって身
のこなしも,力の入れ方も違ってくる｡道具に熟練することは繰り返し使うことにある｡そ
の点切るという動作の結果は二つになったり,小さくなった り,落ちたり,中味が見えたり
等々それだけで変化があり,もっと切ってみたいという繰 り返しの欲求が自然に起きるであ
ろうo更に切ってつなげる,切って集める.切って貼るという他の動作との複合によって一
段と活発な繰り返し活動が可能であろう｡また切る動作には一つの決断と決意が含まれてい
る｡刃物を使うという動作からもそこには, ある種の勢いが不可欠である｡｢咲吋を切る｣
のも ｢肩で風を切る｣のも ｢スタートを切る｣のもそうした意味からの転用であろう｡
0-サミで紙を切る｡
oカッターナイフでダンボ-ルを切る｡
oノコギリで木を切る｡
｡ペンチで針金を切る｡
｡カマで草を切る｡
oつめ切 りでつめを切る｡
切る道具として一番早く幼児が手にするのほ-サミであるO-サミの刃は,単にさわった
り,握ったりして切れることはなく安全性の上でも心配はなく,最近は幼児向けの-サミも
使い易く切れ味もよい｡-サミを使う手の機能は物をつかむ手の栂指対向の指の動きをその
まゝ-サミの二つの刃に移動させることである｡刃に挟まれたものは指先の動きに従って切
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られるが,-サミを持つ手だけをあげて切る動作としたのでは片手落ちである｡-サミを持
つ手と切るものを持つ手があり,それぞれ目的の違 うものを一緒に持った左右の手を互いに
対応させる所に切るという動作があるといえる｡-サ ミを線にそって動かすことが出来るよ
うになるのには,そうした共応動作が出来るようにならなくてはならない｡それには何とい
ってもたくさん-サ ミを使 うことであるO-サ ミを一回動かすだけで切れる紙テープは,は
じめて-サミを使 う幼児にはもってこいの材料である｡テープカットは一つの儀式だが,一
回こっきりではつまらない.赤 ･青 ･黄色に黒の紙テープはどこまでものびる魔法の蔓草｡
ティシュペーパーの空箱からのぞいた紙テープを引っぼるとするするのびてきて友達に巻き
ついた｡みんなでジョキジョキやっつけろ,切っても切ってもまだ出てくるぞ｡切ったテー
プは空箱に集めておいてもっと小さく切って"色の雨"にする｡こうして-サミ使いも,-サ
ミで挟む活動や単純な切 り落す動作からはじまって,切るものを持つ動作へと移って,切っ
て穴をあけた り重ねて切った りと順々に興味をつないで,-サ ミで切る動作は確かなものに
なろう.いきなり真直 く小に切った り,丸く切ったり線にそって切った りと必要度のある使い
方は好ましくないことは自明のことである｡
ダンボ-ルのような厚紙を-サ ミで切るのは難かしい.ダンボ～ルの箱の正面に四角い穴
をあけるにはカッターナイフが最適だ.カッターは切る動作よりも,その扱い方に留意をし
なくてはならない｡力を入れ過ぎると余分に切った り,机の上で使った りすると机まで傷だ
らけにしてしまう｡それよりもその刃で手を切らないことだ｡またカッターは真直ぐ切るの
はいいが,丸 く切るのにはや 不ゝ都合な所がある｡
ノコギリほ不思議な道具だ｡とんがったギザギザ山がいっぱいあって,固い木を切ってし
まう｡お父さんが木を切るのを見ているとなんとか使ってみたいと思う｡しかし,いざノコ
ギリを引いてみると,お父さんのようにいい音をたててノコギリ屑がパッと散らない｡ギザ
ギザ山が木にひっかかるばか りで,やっと引けたと思ったらこんどは向こうに行かない｡あ
のギザギザ山がいい音をして,同じ所を行ったり来た りしないと木は切れないのだ｡ノコギ
リは道具を握る手やその手を動かす腕や肘の角度や力の入れ加減によって切れた り切れなか
った りする｡たゞ力一杯動かせばよいというものではない｡また上体や足や腰,全身の身が
まえも,その力加減に応じていかなくてほならない｡切る材料が動かないように固定できれ
ばノコギリの動きだけに集中できて楽な動作になろう｡てはじめに発泡スチロールを切って
みるとよい｡切 り屑は集めれば"雪"として使える｡切ってほ積み,切ってほ積み ｢どこの机
が高い塔になるかな｣という働きかけで発泡スチロールとノコギリの活動は繰 り返されるで
あろう｡
oホウチョウで大根を切る｡
o果物ナイフでリンゴを切る｡
Oかん切 りで缶詰のフタを切る｡
oチーズ切 りでチーズを切るO
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0糸で粘土を切る｡
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刃のついた切る道具は台所用品でもある｡ホウチョウはマナ坂の上で食物を色々な形に切
る｡お母さんのお手伝いで大根を切った りニンジンを切った り,ジャガイモを切ってみる｡
薄く切ったり,四角に切ったり細長く切ったりと野菜によって切 り方も違 う｡た 気ゞをつけ
ないとホウチョウの刃は指先を切ってしまう｡手の平をマナ板に豆腐を切るお母さんはきっ
と魔法がつかえるんだ｡缶詰を切るかん切 りはなかなかおもしろい道具だ｡紙や木と違って
金属を切る道具だ｡手先にちょっと力がいるけれどかんのフタを切るのは大変な楽しみだ｡
一度できたらかん切 りの役目はいつも僕になる｡ちょっと変った切る道具にチーズ切 りがあ
る｡刃はなくも細い針金をピーンと張った弓のようなものでチーズが切 れ るのだ｡糸切卵
は,同じようにゆで卵を切ったものだ｡物によって切る道具には様々な工夫がされ,一本の
糸が大切な切る役目をする｡｢糸尻｣｢糸底｣と呼ばれているようにろくろで作った粘土の器
を台から切 り離す道具が糸である｡
幼児が手にするものは活動的になればなる程多様になり,そうしたものの理解は,幼児と
いう枠を越えて取 り組ませなくてほならないであろう｡勿論,危険なものはそれなりに留意
をして勝手な扱いをさせてはいけないが,刃物という心配な道具もその切れ味がわかっで浜
重な扱いが生れてこよう｡道具を知ることは,その扱い方使い方にあるが,その道具を必要
とする物の理解にも欠かせないであろう｡
22 むすぶ (結ぶ)
結びは,現世人類が原始時代に修得した最初の知的な技術で,その単純な機能は古来変る
ことなく受けつがれてきているひとつの文化でもある｡また離ればなれのものが結ばれて,
ひとつになるという意味的解釈は物を結ぶという行為や動作を ｢縁を結ぶ｣という祝い事を
引き合いにして,その結び目を装飾化し様式化し象徴的な形として発展させてきている｡神
社のおみくじを近くの梅の小枝に結ぶという行為も事が実現する,実を結 ぶ とい う願いと
｢むすぷ｣との縁起を担いでのことである｡｢夢を結ぶ｣というのもこうした ｢むすび｣の
転用であろうし ｢印をむすぶ｣のは更に強いその願いが神仏に通ずるための究極の姿であろ
う｡
それはさておき,日常の現実的な様々な場面において ｢結ぶ｣という動作は有用な働き杏
する動作である｡つまり実用性の動作として意味を持っていることが多い｡特 に細 長いも
の,糸やひもやロープはその用を足す時には必らずといってよい程 ｢結び｣を必要とする｡
もともと細長いものをからみ合わせてつながるようにするのがこの動作の意であるが二つの
ものをしっかりとつなぎとめるためには ｢結び方｣という方法を抜きにしては考 え られな
い｡幼児にとっては指先の機能の上からも,また知的な理解の上からもかなりの高度なもの
が要求される｡それは当然のことながら ｢結び方｣の学習を経なければならない｡
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o手をむすぶ｡
o口をむすぶ｡
o靴のひもをむすぶ｡
｡袋のひもをむすぶ｡
｡-チマキをむすぶ｡
手を結ぶという動作には特定した方法はなく,開いている自分自身の手の指を折って握る
ことや友達の手と手をつなくtlことで,"むすんで,ひらいて,手をうって,むすんで"という
音楽リズムでの動作に見られる非常に単純な手の機能である｡勿論このリズム運動は｢結ぶ｣
という動作だけを取 り出して意味があるわけではなく ｢むすび,ひらき,たたく｣という異
なる動作を連続してリズムに乗って繰 り返すことに楽しさもあり喜びもあるといえる｡手を
結び口を結ぶのは,開き閉じるという本能的な身体機能であり,結び方の学習は不必要であ
る｡しかし,用を足すという結び方はその方法を学ばなくてほならない｡短いひもは,結び
合わせると長くなる｡結びはそのための大切な用をもった動作である.ひもをくく小らせ,か
らませる方法によって色々な結び方がある｡勿論,用途によって,条件の違いによってまた
それぞれの結び方がある｡結びこぶを作る ｢ひとえ結び｣は一番簡単な結びである｡二本の
ひもの端を一緒に｢ひとえ結び｣にすると強い結びで二本は一本のひもになるOま結びはちょ
っとやっかいだが,これができないと蝶むすびもできない｡媒むすびは,ひもの一端を引っ
ぼればするりと抜けて結び目が解ける｡ひも靴はこうして結ばなくては困ったことになる｡
袋のひもも,運動会の-チマキの結びもこぶになってしまっては困る｡用を足す結びは,そ
れぞれの用途にあった結びでなくては困るが簡単なものから繰 り返し練習しなくてほ身につ
かない｡それは日常的な繰 り返しの中で手先の枚能とあいまって,しなやかな動作となって
いく筈である｡しかしこの頃は靴のひもが飾 りになってしまって,マジックテープ使用の合
理化された靴が多く,手で結ぶという場面が段々なくなって色々な身の廻 りのものがひもと
いう面倒なものを排して少なくなってきている｡これは日常的な場面で,あえてひもを使っ
て結ぶという楼会を作らないといけないのかも知れない｡結びが実用的で有用であれば,そ
れだけまたその合理化はついて廻ることになり手の機能としての ｢むすび｣は素朴な原始的
な印象を落印されることになろう｡
｡風呂敷をむすんで波にする｡
oひもをむすんで電車にする｡
｡ロープを木にむすんでブランコにするo
o紙テープを小枝にむすんで花にする｡
風呂敷は ｢包む｣という用途として使 う時には ｢むすぶ｣という動作を伴っている｡物を
入れて包み,それを固定するためには隅と隅を結ばなくてほならない｡結び目は持ち歩く時
には手を通したり,握 りになった りする｡最近風呂敷の使われる場面を余 り見かけなくなっ
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たが紙袋やビニール袋の進出で,合理性,機能性からいっても過去の遺物になってしまった
からであろうか｡この頃,風呂敷は結婚式の包み物に欠かせなくなって紫やピンクのあでや
かな風呂敷は使い道もなくてたたみ込まれているが,子供達にとってほス-パーマンのマン
トとして格好の小道具である｡首に結びつけて走 り廻ると風呂敷のマントは風を学んで後ろ
になびく｡棒の先に隅を結んで高くかかげれば,ちびっ子軍団の旗になる｡何枚か結びつな
いで広くなった風呂敷は風に吹かれて,空飛ぶじゅうたんのようだ｡一枚の風呂敷も結びつ
なくや方向によって滝になった り,川になった り,海になったり,波になったり,空になった
りする｡大きな滝,大きな海にするにはもっともっと結びつなげなくてはだめだ｡絶飛びの
ひもも結べば電車になる｡一輪編成から七輪編成-｡どんどん結んで長い長い電車になる｡
ここでも結びつなげることが活動の大事なポイントだo結ぶという一回だけの動作も ｢結ん
でつなぐ｣｢結んでさげる｣｢結んで長くする｣等,他の動作との複合によって繰 り返しを呼
び活気をもった活動となろう｡(1986.1.13)
(次号に続く)
